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（１）審議概観

第198回国会において本委員会に付託さ

れた案件は、内閣提出法律案７件（うち

本院先議１件）、衆議院提出法律案１件（国

土交通委員長）及び承認案件１件の合計

９件であり、いずれも可決又は承認した。

また、本委員会付託の請願11種類243件

のうち、１種類11件を採択した。

〔法律案等の審査〕

離島振興 奄美群島振興開発特別措

置法及び小笠原諸島振興開発特別措置法

の一部を改正する法律案は、奄美・小笠

原地域における振興開発の成果と今後の

取組、両地域における観光振興の在り方

及び生態系保護への配慮、奄美群島航空

路線の運賃軽減策及び小笠原諸島の航空

路開設に向けた取組状況等について質疑

が行われ、全会一致をもって可決された。

なお、附帯決議が付された。

航空・自動車 航空法及び運輸安全

委員会設置法の一部を改正する法律案は、

新たな国産航空機の安全性の確保策、無

人航空機の利活用に資する制度整備の必

要性、航空機検査の在り方及び運輸安全

委員会の組織体制の充実方策等について

質疑が行われ、討論の後、多数をもって

可決された。なお、附帯決議が付された。

道路運送車両法の一部を改正する法律

案は、自動駐車や衝突被害軽減ブレーキ

の実演等を視察するとともに、自動運転

の実現及び国際基準策定に向けた取組、

先進技術の普及に対応した自動車整備業

の在り方、電子化された自動車検査証の

活用策等について質疑が行われ、全会一

致をもって可決された。なお、附帯決議

が付された。

アイヌ アイヌの人々の誇りが尊重

される社会を実現するための施策の推進

に関する法律案は、アイヌ語を始めとす

るアイヌ文化の振興に向けた取組、アイ

ヌ施策推進地域計画等においてアイヌの

人々の意見を反映させる必要性、先住民

族の権利に関する国際連合宣言の趣旨を

踏まえた施策の在り方、アイヌの人々に

対する差別の解消に向けた取組等につい

て質疑が行われ、多数をもって可決され

た。なお、附帯決議が付された。

建築・建設業・公共工事 建築物の



エネルギー消費性能の向上に関する法律

の一部を改正する法律案は、建築物のエ

ネルギー消費性能の一層の向上を図るた

め、建築士に対し小規模建築物のエネル

ギー消費性能に係る評価及びその結果の

建築主への説明を義務付けるとともに、

建築物エネルギー消費性能基準への適合

義務等の対象となる特定建築物の範囲の

拡大、認定建築物エネルギー消費性能向

上計画に係る建築物の容積率の特例の拡

充等の措置を講じようとするものである。

委員会においては、新築住宅等の省エ

ネ義務化が見送られた理由、建築物の省

エネに係る基準及びその評価の在り方、

中小建設業者及び建築士の省エネ技術向

上に向けた取組等について質疑が行われ、

全会一致をもって可決された。なお、附

帯決議が付された。

建設業法及び公共工事の入札及び契約

の適正化の促進に関する法律の一部を改

正する法律案は、新国立競技場整備事業

について工事の進捗状況及び現場におけ

る労働環境の改善に向けた取組等を視察

するとともに、適正な工期設定等に向け

た取組、建設業就業者の賃金上昇のため

の方策、建設業に係る事業承継の要件等

について質疑が行われ、全会一致をもっ

て可決された。なお、附帯決議が付され

た。

公共工事の品質確保の促進に関する法

律の一部を改正する法律案は、法改正の

意義及び期待される効果、災害協定に基

づく活動における損害の補償の在り方等

について質疑が行われ、全会一致をもっ

て可決された。なお、附帯決議が付され

た。

船舶油濁・特定船舶 船舶油濁損害

賠償保障法の一部を改正する法律案は、

保障契約締結義務に係る船舶所有者の負

担と実効性の確保、保険者等への直接請

求を可能とすることによる影響、船舶事

故における被害者保護の充実の必要性等

について質疑が行われ、全会一致をもっ

て可決された。

特定船舶の入港の禁止に関する特別措

置法第五条第一項の規定に基づき、特定

船舶の入港禁止の実施につき承認を求め

るの件は、全会一致をもって承認された。

〔国政調査等〕

３月７日、国土交通行政の基本施策に

ついて、石井国土交通大臣から所信を聴

取した。

３月12日、国土交通行政の基本施策に

ついて質疑を行い、建設業の持続的発展

に向けた円滑な施工確保などの環境整備

の重要性、共同住宅における界壁等に係

る法定仕様不適合事案への対応策、基幹

統計に係る不適切処理に対する国土交通

大臣の所見、「防災・減災、国土強靱化の

ための３か年緊急対策」の具体的内容及

び事業選定基準、荒川が決壊した場合の

被害想定と被害軽減に資する調節池の整

備状況、災害復旧の迅速化に資する地籍

調査の実態及び今後の対応策、羽田空港

の機能強化に係る横田空域の運用及び同

空域の返還への調整状況、緊急輸送道路

沿道の無電柱化及び建造物等の耐震化の

取組状況、上下水管に係る事故の年間発

生件数及び維持管理に対する支援策、海

上コンテナ物流の効率化等に資するＡＩ

ターミナルの実現に係る経費と今後の見

通し、航空機用エンジンに係る不適切事

案への対応と国産航空機の商用化に向け

た現状認識、海上保安分野などにおける

太平洋島嶼国との関係強化に係る国土交

通大臣の所見、被災したＪＲ日高線に係

る鉄道護岸の復旧及び同線の存続に関す



る国土交通省の見解、北海道新幹線の札

幌延伸に係る需要予測や効果の検証の在

り方、2019年４月27日からの10連休に係

る国土交通省所管分野の対処方針、保安

林内における土砂災害防止対策に関し林

野庁と十分に連携する必要性などの諸問

題が取り上げられた。

３月20日、予算委員会から委嘱された

平成31年度国土交通省予算の審査を行い、

石井国土交通大臣から説明を聴取した後、

質疑において、クルーズ船の受入体制の

一層の構築に向けた国土交通省の取組、

東京オリンピック・パラリンピック時の

ロードプライシングの検討及び貨物運送

事業者への緩和策、無電柱化の推進に関

する法律施行後の取組状況及びコスト縮

減策、ストック効果を重視した社会資本

整備の重要性、建設業の重層下請構造に

よる低賃金問題に対する建設キャリア

アップシステムの寄与、個々の駅の事情

に配慮してハード・ソフト両面における

駅ホームの安全対策を行う必要性、ＵＲ

を中心とした地域医療福祉拠点化の取組

に係る評価及び国土交通省の促進策、中

国公船の大型化等に対応できる巡視船の

整備等海上保安体制の強化策、我が国に

おける今後の造船業の見通し、羽田空港

の新飛行経路設定に当たっての大田区と

の協議、「道の駅」の防災拠点化に資する

国土交通省の支援策などの諸問題が取り

上げられた。

４月９日、質疑を行い、地域建設業の

受注機会の確保等に資する直轄事業の発

注の在り方、建設現場における熱中症対

策などの安全確保策、医療サービスを目

的とする訪日外国人の受入体制の現状と

今後の取組方針、下関北九州道路に係る

国の直轄調査費計上が事業化に直接至る

ことへの懸念、建設業など国土交通省関

連５業種における外国人の就労に係る環

境整備の在り方、建設業の働き方改革に

関する課題に対する国土交通大臣の認識、

自家用有償旅客運送制度に係る手続を容

易化する法制度整備の検討状況、自治体

による災害対応等に資する防災気象情報

を活用した気象庁の取組方針、羽田空港

における発着便数の増加に向けた受入体

制の整備推進、国土交通省における障害

者の採用状況並びに採用後の職種及び配

属先、建設工事従事者の社会保険加入に

資する法定福利費の確保に向けた取組、

海峡横断プロジェクトが凍結された経緯

及び下関北九州道路の事業化に必要な手

続、無電柱化推進に向けた直轄国道にお

ける占用料の減額措置及び工事現場の作

業環境の整備などの諸問題が取り上げら

れた。

４月16日、東京都におけるアイヌの人

々の誇りが尊重される社会を実現するた

めの施策の推進等に関する実情調査のた

めの視察を行った。

４月25日、質疑を行い、海上保安官の

処遇改善の必要性、道路構造物の老朽化

対策に要する経費の縮減に向けた取組の

状況、空港の新たな事業継続計画の早期

策定の必要性及び災害対策の在り方、応

急仮設住宅の供与期間の延長及び災害時

におけるトレーラーハウス等の活用、無

人航空機の総重量に応じた規制の在り方

を検討する必要性、災害時及び公共施設

の管理における無人航空機の利活用の推

進、ＬＮＧバンカリングの取組状況及び

ＬＮＧ基地の立地自治体に対する支援策、

道路の老朽化対策の実施状況及び同対策

に今後必要となる予算額、自治体発注工

事の施工時期の平準化の推進に向けた取

組、水循環施策の取組状況及び地下水の

保全・利用に向けた対策、中高層・非住



宅の建築物における木材利用の促進、下

関北九州道路に係る国の直轄調査の在り

方、トラック運送業における労働環境の

改善及び人材確保に向けた取組状況など

の諸問題が取り上げられた。

５月21日、質疑を行い、港湾における

津波対策の取組状況、南海トラフ地震に

係る国土交通省の防災・減災対策、スー

パー・メガリージョンの形成による効果

の広域的拡大の推進、ライドシェア規制

及び自家用有償旅客運送制度の在り方、

日本独自の質の高いインフラシステムの

海外展開に対する国土交通大臣の見解及

び決意、東京オリンピック・パラリンピッ

ク関連工事における労働環境の実態把握

及び改善策、自動車メーカーが系列ディー

ラーのみに部品を供給する行為等の独禁

法上の問題点、高規格堤防の整備におけ

る課題及び今後の取組方針、貨物自動車

運送事業における働き方改革の推進方策、

ホワイト物流推進運動の今後の展開、非

常勤職員や業務委託の実情等を踏まえた

地方整備局の定員合理化の在り方、水難・

海難事故の防止に向けた取組及び救助活

動の連携体制などの諸問題が取り上げら

れた。

６月６日、質疑を行い、海外で発生し

た激甚な災害に対する我が国の支援の状

況及び今後の対応方針、我が国の高速道

路の整備水準の向上に向けた取組、気候

変動を踏まえた治水計画の在り方につい

ての検討の必要性、地域における道路整

備等の決定過程の在り方、自治体によっ

て異なる津波ハザードマップ等の表示方

法の見直しの必要性、建設技能労働者の

適切な賃金水準の確保に向けた取組、オー

トマチック車の急発進・急加速等による

事故の防止に向けた対応状況、横浜シー

サイドラインの逆走事故の原因究明と再

発防止策、ドローン物流の更なる展開に

向けた取組の必要性、空き家対策の取組

状況及び今後の推進方策、新たな在留資

格制度を踏まえた外国人材の住まいの確

保に向けた取組、平成30年７月豪雨被害

を踏まえたダム操作の課題及び河川改修

の必要性、無電柱化推進に向けた地下埋

設物の関係者との調整及び情報共有の在

り方などの諸問題が取り上げられた。

６月18日、新交通システムにおける自

動運転技術等に関する実情調査のため、

東京都に視察を行った。

（２）委員会経過

○平成31年３月７日(木)（第１回）

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。

国土の整備、交通政策の推進等に関する調査

を行うことを決定した。

国土交通行政の基本施策に関する件について

石井国土交通大臣から所信を聴いた。

○平成31年３月12日(火)（第２回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

国土交通行政の基本施策に関する件について

石井国土交通大臣、工藤国土交通大臣政務官

及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、野田国義君（立憲）、

青木愛君（民主）、舟山康江君（民主）、三

浦信祐君（公明）、室井邦彦君（維希）、行

田邦子君（維希）、山添拓君（共産）、平山

佐知子君（無ク）

○平成31年３月20日(水)（第３回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

平成三十一年度一般会計予算（衆議院送付）

平成三十一年度特別会計予算（衆議院送付）



平成三十一年度政府関係機関予算（衆議院送

付）

（国土交通省所管）について石井国土交通大

臣から説明を聴いた後、同大臣及び政府参考

人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

井上義行君（自民）、朝日健太郎君（自民）、

野田国義君（立憲）、青木愛君（民主）、舟

山康江君（民主）、矢倉克夫君（公明）、室

井邦彦君（維希）、山添拓君（共産）、平山

佐知子君（無ク）

本委員会における委嘱審査は終了した。

奄美群島振興開発特別措置法及び小笠原諸島

振興開発特別措置法の一部を改正する法律案

（閣法第12号）（衆議院送付）について石井

国土交通大臣から趣旨説明を聴いた。

○平成31年３月28日(木)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

奄美群島振興開発特別措置法及び小笠原諸島

振興開発特別措置法の一部を改正する法律案

（閣法第12号）（衆議院送付）について石井

国土交通大臣、塚田国土交通副大臣、阿達国

土交通大臣政務官、田中国土交通大臣政務官

及び政府参考人に対し質疑を行った後、可決

した。

〔質疑者〕

中泉松司君（自民）、酒井庸行君（自民）、

野田国義君（立憲）、青木愛君（民主）、里

見隆治君（公明）、室井邦彦君（維希）、山

添拓君（共産）、平山佐知子君（無ク）

（閣法第12号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

共産、無ク

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成31年４月９日(火)（第５回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

建設業における就業者の労働環境及び処遇の

改善に関する件、医療サービスを目的とする

訪日外国人の受入体制に関する件、下関北九

州道路に係る国の直轄調査の在り方に関する

件、国土交通省関連業種における外国人の就

労に関する件、防災気象情報を活用した防災

体制の強化に関する件、国土交通省における

障害者雇用に関する件、無電柱化の推進に関

する件等について石井国土交通大臣、門山法

務大臣政務官、上野厚生労働大臣政務官及び

政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

高橋克法君（自民）、野田国義君（立憲）、

増子輝彦君（民主）、三浦信祐君（公明）、

行田邦子君（維希）、山添拓君（共産）、平

山佐知子君（無ク）

航空法及び運輸安全委員会設置法の一部を改

正する法律案（閣法第43号）について石井国

土交通大臣から趣旨説明を聴いた。

○平成31年４月11日(木)（第６回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

航空法及び運輸安全委員会設置法の一部を改

正する法律案（閣法第43号）について石井国

土交通大臣、 鳥農林水産副大臣及び政府参

考人に対し質疑を行い、討論の後、可決した。

〔質疑者〕

大野 正君（自民）、野田国義君（立憲）、

青木愛君（民主）、三浦信祐君（公明）、行

田邦子君（維希）、山添拓君（共産）、平山

佐知子君（無ク）

（閣法第43号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

無ク

反対会派 共産

なお、附帯決議を行った。

○平成31年４月16日(火)（第７回）

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現

するための施策の推進に関する法律案（閣法

第24号）（衆議院送付）について石井国務大

臣から趣旨説明を聴いた。

○平成31年４月18日(木)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現

するための施策の推進に関する法律案（閣法

第24号）（衆議院送付）について石井国務大

臣、牧野国土交通副大臣、阿達国土交通大臣

政務官及び政府参考人に対し質疑を行った



後、可決した。

〔質疑者〕

朝日健太郎君（自民）、紙智子君（共産）、

舟山康江君（民主）、三浦信祐君（公明）、

室井邦彦君（維希）、野田国義君（立憲）、

平山佐知子君（無ク）

（閣法第24号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、共産、

無ク

反対会派 維希

なお、附帯決議を行った。

○平成31年４月25日(木)（第９回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

海上保安官の処遇改善に関する件、道路の老

朽化対策に関する件、応急仮設住宅の供与の

在り方に関する件、無人航空機の規制及び利

活用に関する件、ＬＮＧバンカリングの推進

に関する件、公共工事の施工時期の平準化に

関する件、水循環施策の推進に関する件、下

関北九州道路に係る国の直轄調査の在り方に

関する件、トラック運送業における労働環境

の改善及び人材確保の取組に関する件等につ

いて石井国土交通大臣及び政府参考人に対し

質疑を行った。

〔質疑者〕

中野正志君（自民）、野田国義君（立憲）、

青木愛君（民主）、三浦信祐君（公明）、行

田邦子君（維希）、山添拓君（共産）、平山

佐知子君（無ク）

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する

法律の一部を改正する法律案（閣法第27号）

（衆議院送付）について石井国土交通大臣か

ら趣旨説明を聴いた。

○令和元年５月９日(木)（第10回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する

法律の一部を改正する法律案（閣法第27号）

（衆議院送付）について石井国務大臣、大塚

国土交通副大臣及び政府参考人に対し質疑を

行った後、可決した。

〔質疑者〕

こやり隆史君（自民）、野田国義君（立憲）、

舟山康江君（民主）、三浦信祐君（公明）、

行田邦子君（維希）、山添拓君（共産）、平

山佐知子君（無ク）

（閣法第27号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

共産、無ク

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○令和元年５月14日(火)（第11回）

道路運送車両法の一部を改正する法律案（閣

法第39号）（衆議院送付）について石井国土

交通大臣から趣旨説明を聴いた。

○令和元年５月16日(木)（第12回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

道路運送車両法の一部を改正する法律案（閣

法第39号）（衆議院送付）について石井国土

交通大臣及び政府参考人に対し質疑を行った

後、可決した。

〔質疑者〕

赤池誠章君（自民）、野田国義君（立憲）、

増子輝彦君（民主）、矢倉克夫君（公明）、

室井邦彦君（維希）、山添拓君（共産）、平

山佐知子君（無ク）

（閣法第39号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

共産、無ク

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○令和元年５月21日(火)（第13回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

南海トラフ地震に係る防災対策に関する件、

スーパー・メガリージョン構想の推進に関す

る件、ライドシェア規制の在り方に関する件、

インフラシステムの海外展開に関する件、

2020年東京大会関連工事における労働環境の

改善に関する件、輸入自動車の整備用部品供

給に係る競争環境の在り方に関する件、高規

格堤防の整備の推進に関する件、貨物自動車

運送事業における働き方改革に関する件、地

方整備局の定員合理化の在り方に関する件、

水難・海難事故の防止及び救助活動に関する



件等について石井国土交通大臣、牧野国土交

通副大臣、阿達国土交通大臣政務官及び政府

参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

酒井庸行君（自民）、野田国義君（立憲）、

青木愛君（民主）、舟山康江君（民主）、矢

倉克夫君（公明）、三浦信祐君（公明）、室

井邦彦君（維希）、山添拓君（共産）、平山

佐知子君（無ク）

船舶油濁損害賠償保障法の一部を改正する法

律案（閣法第40号）（衆議院送付）について

石井国土交通大臣から趣旨説明を聴いた。

○令和元年５月23日(木)（第14回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

船舶油濁損害賠償保障法の一部を改正する法

律案（閣法第40号）（衆議院送付）について

石井国土交通大臣及び政府参考人に対し質疑

を行った後、可決した。

〔質疑者〕

朝日健太郎君（自民）、山添拓君（共産）、

青木愛君（民主）、三浦信祐君（公明）、行

田邦子君（維希）、野田国義君（立憲）、平

山佐知子君（無ク）

（閣法第40号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

共産、無ク

反対会派 なし

○令和元年５月30日(木)（第15回）

理事の補欠選任を行った。

建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正

化の促進に関する法律の一部を改正する法律

案（閣法第52号）（衆議院送付）について石

井国土交通大臣から趣旨説明を聴いた。

○令和元年６月４日(火)（第16回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正

化の促進に関する法律の一部を改正する法律

案（閣法第52号）（衆議院送付）について石

井国土交通大臣及び政府参考人に対し質疑を

行った後、可決した。

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、野田国義君（立憲）、

増子輝彦君（民主）、矢倉克夫君（公明）、

行田邦子君（維希）、山添拓君（共産）、平

山佐知子君（無ク）

（閣法第52号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

共産、無ク

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○令和元年６月６日(木)（第17回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

公共工事の品質確保の促進に関する法律の一

部を改正する法律案（衆第11号）（衆議院提

出）について提出者衆議院国土交通委員長谷

公一君から趣旨説明を聴き、衆議院国土交通

委員長代理津村啓介君、同盛山正仁君、同森

山浩行君及び政府参考人に対し質疑を行った

後、可決した。

〔質疑者〕

舟山康江君（民主）、山添拓君（共産）

（衆第11号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

共産、無ク

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

海外で発生した災害に対する支援体制の在り

方に関する件、我が国におけるインフラの整

備水準の向上に関する件、地域における道路

整備の在り方に関する件、建設業就業者の労

働環境及び処遇の改善に関する件、横浜シー

サイドラインにおける逆走事故に関する件、

津波ハザードマップ等の表示方法に関する

件、空き家対策の推進に関する件、平成30年

７月豪雨被害を踏まえたダム操作等の在り方

に関する件、無電柱化の推進に関する件等に

ついて石井国土交通大臣、牧野国土交通副大

臣及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、野田国義君（立憲）、

舟山康江君（民主）、三浦信祐君（公明）、

室井邦彦君（維希）、山添拓君（共産）、平

山佐知子君（無ク）

○令和元年６月11日(火)（第18回）



特定船舶の入港の禁止に関する特別措置法第

五条第一項の規定に基づき、特定船舶の入港

禁止の実施につき承認を求めるの件（閣承認

第２号）（衆議院送付）について石井国土交

通大臣から趣旨説明を聴いた後、承認すべき

ものと議決した。

（閣承認第２号）

賛成会派 自民、立憲、民主、公明、維希、

共産、無ク

反対会派 なし

○令和元年６月26日(水)（第19回）

請願第2015号外10件は、採択すべきものにし

て、内閣に送付するを要するものと審査決定

し、第47号外231件を審査した。

国土の整備、交通政策の推進等に関する調査

の継続調査要求書を提出することを決定し

た。


